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相談室を開設し、皆さまのご協力のおかげで3年目になります。

引き続き地域で皆さまのお役に立てるよう頑張っていきたいと思い

ますので、これからもよろしくお願い致します。 管理者 三原 元子

未定

吉田医院

吉田 正先生

体調のすぐれないとき
のかかりつけ医として、
又日頃から相談できる
健康維持のパートナー
として地域に根ざした
医療をモットーに皆様
のお役に立てるように
取り組んでおります。

和田耳鼻咽喉科
和田 廣己先生

耳鼻科の在宅医療で
は耳垢の除去を依頼
されることが多いよ
うです。しかし今後
は高齢化に伴って嚥
下障害への対応が求
められる機会が増え
ていくと思われます。
主治医の先生と一緒
に在宅医療に取り組
んでいきたいと思い
ます。

認知症、特に不
眠や徘徊等の周辺
症状でのお困りの
際はご相談下さい。
患者様、ご家族様
にとり最適かつご
納得いただける対
応方法を提案させ
て頂きます。

保土ケ谷区
在宅医療相談室

婦人科

耳鼻
咽喉科

第９回『ほどがや健康塾』～認知症について～

日時：11月5日（日）13：00～14：30 （会場12時）
場所：星川地域ケアプラザ ２階 多目的ホール
参加人数：４０名

『内容』
１、保土ケ谷区における認知症初期集中支援チームの体制について

東川島診療所 認知症初期集中支援チーム 高崎 幸子看護師

２、訪問看護ってなに？ ～認知症患者のケアを通して～
保土ケ谷区医師会訪問看護ステーション 相川 あや看護師

３、認知症疑いのある方の運転免許について
ほどがや脳神経外科クリニック院長 日暮 雅一先生

平成２９年度 第４回事務局会議
日時：９月８日（金）19：30-20：30
場所：保土ケ谷区医師会館 ２階

第１部「高齢者の気になる皮膚疾患」
浅井皮膚科クリニック院長 浅井俊弥先生

第２部「重症下肢虚血の症例を通して連携を考える」
みんなの訪問看護ステーション

※2部構成にて講演及び事例検討会を行い、高齢者の多発する皮膚ト
ラブルや対処治療方法について、多職種との連携等学びました。
参加者：72名（医療、介護、行政、消防、地域包括、歯科、薬局など多
職種の多数の参加がありました） 詳細はこちら

在宅医療相談室も３年目に入りました！

精神科

港北病院
山口 哲顕先生


